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97．セレブログラフモデル165による局所脳

　　循血流量の自動解析システム
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　我々は6チャンネルマルチディテクタやオートフルオ

ロスコープによる局所脳循環血流量（rCBF）測定シス

テムを既に実用化し本学会で発表した．今回，16チャン

ネルのrCBF測定用機器メディトロニクス社製セレブ

ログラフモデル165を用いたrCBF測定システムを作

成したので報告する．

　セレブログラフのディテクタはi／2in，厚さ10mmの

NaI，内径12mm，長さ45mmのコリメータより成る．

ディテクタの信号はPHAを通って，各チャンネルのレ

ジスタに1秒毎に計数され，ディジタルカセットMTに

記録される．個々のディテクタは蜂巣状のホルダに任意

に差しかえることが可能で被験者の測定興味部位により

自由に配置できる．測定結果は実時間で，または，測定

後に計算機に出力する．1個の信号は4ビットのチャン

ネル番号と12ビットの測定計数値より成り，毎秒16チャ

ンネル分出力する．記録再生の場合，最高8倍の速度変

換が可能で計算機への入力時間を短縮するのに有効であ

る．計算機に入力した133Xe脳クリアランス曲線データ

はハイトオーバーエリア法，及び，イニシャルスロープ

法で計算処理する．計算はディジタルシミュレーション

による結果を考慮し，Hoの設定等に改良を加え好結果

を得た．計算処理の結果，及び，対数変換したクリアラ

ンス曲線の最初の2分間は，各チャンネル毎にディテク

タの配置に対応して，各々，プリントアウト，及び，

CRT表示するように工夫した．

　本システムにより，従来の6チャンネルディテクタの

方法に比べ，rCBFの測定が容易になり，局所的な分解

能の高い測定が可能になった．
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　Radioisotopeによる心循環動態機能検査の目的は

Scintigram像で心腔におけるradioisotopeの経時的

推移を形態的に表現すること，また心腔の各部分の機能

をCurveに画かせ，更にそれらのdataより循環時間や

夫々の心腔における拍出量を測定することである．我々

は核医学データ処理システムにより実施したので報告す

る．

　〔方法〕99mTeは高濃度のものを用い，1回の静注量

を10mCiとし1cc前後のなるべく少量の99mTeの静

注による様努力した．ScinticameraはGCA102（東芝）

を用いコリメータは99mTe用の2，000Hを用いた．

　核医学データ処理システムはJAC　120M（aloka）で

ライトペンを有するモニタスコープ，ハードコピーユニ

ットを有するデータ表示装置が含まれている．データは

モニターオシロスコープ上に表示され，ライト〔ン域は

デイジスイッチにより関心域を指定してROI処理を行

うことができる．マルチ・フレーム・マトリックス・イ

メージの収集で心へのRIの流入・流出を時間的経過に

沿って記録する．サイズとしては32×32（100枚迄），64

×64（40枚迄）のいずれも指定してROI処理を行うこ

とが出来る．時間々隔は最大0．5秒迄任意に指定でき

る．32×32サイズの64×64への変換は容易である．この

他にモニターオシロスコープ上に表示された像を直接ポ

ライドカメラで撮影することも可能である．

　〔結果〕各患者についてデータの収集は極めて容易で

あった．1）各マトリックスのイメージは明瞭で上大静

脈，右心，肺動脈起始部，左心の分離は良く，胸部大動

脈も明に識別し得た．又この各マトリックスについて種

々の画像処理で更に改善し得た．2）これらの部位を関

心域に指定すると（8ケ所迄）この数量が8×256のマ

トリックスに入り曲線の形でデータ表示装置上に表示さ

れる．又モニタオシロスコープ上には8ケの別々の基線

上に表示され，必要ならポライドカメラで撮影した．各

曲線のpeak　to　peak　timeを求めることにより右心一

左心循環時間，右心一肺動脈循環時間，肺動脈一右心循

環時間等が求められ肺における平均循環時間等も推定出

来た．
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